
 

 

 

 

 

共同研究 第２年次・後半【令和３年度】の研究へ 
 ― ２月 26日 研究全体会Ⅳ ― 

 ２月 26日（金）に行った研究全体会Ⅳの協議を整理しました。               ＜研究主任の提案から＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜主な意見から＞ 

【学校教育目標をブレイクダウンした五つの資質・能力に関するもの】 

 ・ 今年度取り組んだチーム研究では，「〇〇力」に特化した授業づくり・授業改善に取り組んだ。来年度は，今年度とは異な 

   る「〇〇力」で取り組んでみたい。 

 ・ 授業以外の場面（例えば，研修旅行や係活動，遊びなど）でも「〇〇力」を発揮する子供の姿が見られた。あまり難しく考 

   えずに，「これが〇〇力を発揮している姿だ」と来年度も話し合えればよい。 

 ・ 「五つの資質・能力はフォーカスの当て方であり，その詳細を追い求めるわけではない」ということに納得する。〇〇力を 

   目的化することはせず，子供の姿として育成を目指していきたい。 

【研究のアプローチや取組に関するもの】 

 ・ 今回の公開研究会では授業を３方向から撮影したことで，振り返って動画を見る機会がたくさんあった。授業をやって終 

   わりではなく，振り返ることの重要性を認識して研究を進めたい。 

 ・ 子供と大いに関わり，授業後に参観者と対話する。これらが「見る目を養う」ことにつながるので，それらに自覚的に取り 

   組んでいかなければならない。 

 ・ 理論的でパフォーマンス的な授業が多いことを危惧している。頭でっかちにならずに，目の前の子供を大切にしながら， 

   地に足を付けて日々の授業を行っていきたい。 

 ＜宮城教育大学・本田伊克先生から＞ 

研究には紆余曲折がつきものだが，子供の姿を大切にすることは欠かさないでほしい。そして，教員が替わったとしても学校文化として

学校教育目標や授業づくりを引き継いでいってほしい。                

 今回の研究全体会Ⅳでも，全員で協議を深めることができたと振り返ります。来年度の研究について研究部で更に検討を

重ねて，新年度４月の研究全体会Ⅰで新研究部から提案します。まずは，姿を丁寧に見取りながら，子供たちが一つでも成

長の階段を上って進級することができるように年度末の指導に当たっていきましょう。      文責：研究主任（三浦） 
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